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１ 専門家への依頼について 

  下田市教育委員会として、静岡大学教育学部(地域創造学環副担当)の伊藤文彦教授に対し、校章・制

服エンブレム・学校名ロゴ作成(漢字・ローマ字)について、協力依頼(静岡大学学生の協力含む)。 

＜参考：伊藤文彦教授について＞ 

   所属 静岡大学教育学部美術教育講座(デザイン分野) (1986～) 

      静岡大学地域創造学環アート＆マネジメントコース (2016～) 

      愛知教育大学・静岡大学共同大学院博士課程 (2012～) 

   学歴 千葉大学教育学部卒(1981) 筑波大学大学院博士課程芸術学研究科単位取得退学(1986) 

   専門 デザイン＜デザインプロセス、デザインリテラシー、デザイン思考(発想法)＞ 

主な活動（他多数） 

      ロゴ/マーク 「静岡大学 50周年記念デザイン(スクールカラー・学章他)」(2000) 

      ポスター 「焼津さかなセンター 笑顔でつなぐポスター展」プロジェクト(2014・2015) 

      ブランディング 「お茶のまち静岡市」イメージアッププロジェクト(2012～) 

 

２ 校章の選定方法について 

公募→統合準備委員会にて候補選定→専門家依頼→投票→統合準備委員会にて決定→市教委へ答申 

 

３ 校章の選定スケジュールについて 

時 期 内 容 備 考 

2019.４～12 

【準備段階】 

(各学校) 美術や学活時間でどんな中学校にしたいか話し合い。 

(静岡大) 下田のイメージ等々、外目線からの準備。 

 

2019.12 以降 校章等について、具体的な選定。  

2020 年度中 統合準備委員会にて決定、市教委へ答申。  

 

４ 校章の選定イメージについて 

  選定イメージとしては、１案についてロゴを３案程度作成し、再度、投票等により選定。 

 ＜例＞公募から複数案(５案程度)候補選定、静岡大でロゴ作成後、投票等実施する場合。 

 

 

 

 

 

５ 公募等の具体的な要件等について 

  公募の具体的な募集要領等(期間、資格、新中学校の目指すイメージ等）については、改めて統合準

備委員会において、協議事項とさせていただきたい。 

複数案 

(５案程度) 

ロゴ作成【静岡大】 

(１案に３案程度 計 15 案程度) 

※リファイン(洗練)しなが

ら選定していく。 

 

投票等実施 
統合準備委員会 

校章等決定 

 

市教委へ答申 
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